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山口県立岩国工業高等学校
同 窓 会 会 長　菊 川 尊 樹
同窓会事務局長　新 坂 修 一
　　　他担当者　　　一同

広告掲載のお礼

　拝啓、向暑のみぎりますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　平素は岩国工業高等学校同窓会の発展のために格別のご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。

　さて、本校「同窓会だより」誌の発行につきましては、例年格別のご高配を

頂き、まことに有難うございます。会員一同心より感謝いたしております。

　同窓会総会も、皆様方のご援助により年毎に盛会になってまいりました。皆様

のご協力に対し厚くお礼申し上げます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

敬　具



総会・懇親会次第

◎　総会　18：00 ～ 18：30
　１　開 会 の こ と ば	 	 （総　務）
　２　黙 祷	 （会長）	 　 〃
　３　同窓会会長挨拶	 （会長）	 　 〃
　４　校 長 祝 辞	 （校長）	 　 〃
　５　議 長 選 出	 	 　 〃
　６　議 案 審 議	 	  議　長
　　⑴　平成 30 年度事業報告
　　⑵　平成 30 年度決算報告及び監査報告
　　⑶　規約改正
　　⑷　令和元年度事業計画（案）
　　⑸　令和元年度予算審議
　７　報告・連絡事項
　　⑴　岩工親睦ゴルフ大会
　　⑵　開校 80 周年記念イベント
　８　そ の 他
　９　校 歌 斉 唱	 （テープ）（総　務）
　10　閉 会 の こ と ば	 	 　 〃

◎　懇親会　18：30 ～ 20：00
　アトラクション	 	 （動画上映）（企　画）
　＊　乾　杯	 	 （吉　田）　 〃
　＊　抽選会	 	 （村　中）　 〃
　＊　万歳三唱	 	 （石　川）　 〃

◎　実行委員会

嘉屋　富公（Ｓ54Ｋ）「実行委員長」 中村　雅一（Ｓ51Ｍ）「会場設営」 森山　由里（Ｓ58Ｃ）「受　　付」

菊川　尊樹（Ｓ49Ｅ）「会　　長」 市山　昭生（Ｓ54Ｅ）「会場案内」 塩屋喜三郎（Ｓ61Ｍ）「会場設営」

石川　剛資（Ｓ36Ｍ）「副 会 長」 今田　成則（Ｓ54Ｅ）「会場案内」 濱田　義浩（Ｓ63Ｅ）「受　　付」

佐名木芳則（Ｓ46Ｍ）「副 会 長」 加谷　睦雄（Ｓ54Ｅ）「会場案内」 新坂　修一（Ｓ58Ｋ）「事 務 局」

吉田　博光（Ｓ51Ｋ）「副 会 長」 高山　政造（Ｓ54Ｃ）「会場案内」 山中　一成（Ｓ61Ｋ）	「事 務 局」

伊藤　　均（Ｓ44Ｍ）「受　　付」 白木　裕之（Ｓ56Ｅ）「受　　付」 俵　　博明（Ｈ09Ｃ）	「事 務 局」

村中　豊博（Ｓ45Ｅ）「懇親会司会」 坂田　王將（Ｓ59Ｃ）「会場設営」 越水　裕亮（Ｈ24Ｍ）	「事 務 局」

新地　洋志（Ｓ49Ｅ）「受　　付」 植田　幸治（Ｓ60Ｍ）「記　　録」 河村　正信（Ｈ29Ｇ）	「事 務 局」
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校　　 章

校　　 訓

責  任    協  調    創  造
個人的資質の養成 社会的資質の尊重 生産的資質の啓発

校　　 歌

昭和14年～ 昭和23年～ 昭和25年～ 昭和28年～

昭和26年１月制定
昭和63年12月改２

昭和17年12月
昭和28年２月一部改作
　四元　　譲

作詞　関	口	貞	雄
校閲　永	田	岳	渕
作曲　戸	山	学	校

１　千古聳ゆる岩国の
伊勢ヶ丘辺に若人が
あやにゆかしき工学の
尽きせぬ道を究めつつ
理想の光さやけくも
仰ぎ進まん雄々しさよ

２　錦の流れかぐわしき
父祖の訓をあたためて
新しき世の礎と
挺身ここに鍛えたる
鉄の腕に建設の
栄えある槌を揮わばや

３　見よ嶽
やま

なせる高
たかどの

閤に
化学の粋を鍾

あつ

めては
真金も徹す百錬の
大和心は火と燃えて
施る歯車澱みなく
丕
おお

いなる代を謳うなり

４　古き伝統の連綿と
栄光溢れ我に在り
いざ万世の魁と
不撓の意気に奪いつつ
工の技の往くところ
広き世界に雄飛せむ

（　　　　）
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挨　　拶

同窓会会長　　菊　川　尊　樹

　本日は、同窓会総会に多数の同窓会諸兄をお迎えし盛大に挙行されます事に、厚く感謝申し上げ

ます。

　昨年の総会は、豪雨災害により開催が危ぶまれましたが、百余名の同窓生に集まっていただき無

事総会を開催することが出来ました。同窓生の心意気に感銘を受けるとともに、感謝の気持ちで胸

がいっぱいになりました。

　本年度は、岩国工業高等学校開校 80 周年にあたります。前身は、昭和 10 年岩国町立商工高等学

校として創立され、昭和 14 年 11 月山口県立岩国工業高等学校として開校以来 80 周年を迎えるに至

りました。

　「責任・協調・創造」を校訓に、産業界における中堅工業技術者を育成し、現在１万６千名余りの

同窓生が全国で活躍されております。

　本年は、開校 80 周年記念イベントを企画しております。是非、同窓生諸兄にはお集まり頂き、母

校の 80 周年を共にお祝いして頂きたいと望んでおります。また、記念事業として、同窓生参加型の

ホームページを立ち上げました。全国の同窓生の皆様の近況やご意見等自由に書き込んでいただき

交流の場にしたいと思っております。是非、ホームページをご覧いただき、ご利用して下さい。

　開校 80 周年にあたり、我が母校が 90 年、100 年と年を重ね、優れた人材を多く育成される学び舎

たらん事を、そして、同窓生諸兄の益々のご活躍とご健康を、心よりご祈念いたします。
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挨　　拶

校　長　　山　﨑　啓　道

　同窓会会員の皆様方におかれましては、ますますの御清栄のこととお喜び申し上げます。

　平素から本校の教育活動の推進にあたりまして、深い御理解と多大なる御支援を賜り、厚くお礼

申し上げます。

　本校は、創立 80 周年を迎え、卒業生も 16,617 名を数えます。県内はもとよりあらゆる地域で、そ

してさまざまな分野で活躍をされている同窓生の皆様は、在校生にとって誇りであり、憧れともなっ

ています。現在、機械科・電気科・都市工学科・システム科学科の４学科 456 名の生徒が校訓「責任・

協調・創造」のもと、「将来のスペシャリスト」「地域産業を担う人材」「人間性豊かな職業人」をめ

ざして、日々、勉強はもとより資格取得、学校行事、部活動やボランティア等、積極的に取り組ん

でいます。その成果として、２年連続で機械科１年が危険物取扱者試験乙種四類を全員が一発合格

を果たし、１年生全体の取得率が８割を超えるなど、全員が高い意識をもって資格取得に努力して

います。また、コミュニティ・スクールとして、工業４科及び岩国地域と連携した「地域課題解決

学習」の取組は、郷土を愛し社旗貢献できる心身ともに健全な産業人の育成につながるものだと考

えています。

　本校の特色である部活動やものづくりにおいては、フェンシング部がインターハイ男子フルーレ

３位・選抜大会男子エペ団体準優勝やアジア大会女子個人フルーレ優勝等の成績を収め、ハンドボー

ル部、陸上競技部の全国大会出場を始め、多くに部活動が県大会上位入賞・中国大会出場を果たし、

文化部では吹奏楽部が県大会小編成部門で２年連続金賞を受賞するなど、大きな成果をあげてくれ

ました。さらに、昨年度は、専門高校生の活動の発表の場である全国大会「産業教育フェア 2018」

が山口県で開催され、本校が毎年出場しているこの中のイベントである「ロボット競技全国大会」

において「GANKO蓮根」が多大なプレッシャーがかかりながらも見事準優勝を果たしてくれました。

　進路選択においては、昨年度も生徒本人の希望する進路が実現され、本校を巣立っていきました。

特に就職状況においては、非常に好調な状態を維持しており、岩国・和木・大竹地区をはじめとす

る県内外の企業や関連会社、公的機関への就職も早々に決定しました。

　このような結果を残すことが出来ましたのも、ひとえに母校を愛する同窓生の皆様方の物心両面

に渡る温かい御支援の賜であると心から感謝申し上げます。今後も、岩工同窓生の皆様から受け継

いだ「岩工魂」を胸に、この輝かしい歴史と伝統を守るとともに更なる未来に向けて、魅力ある「岩

工」づくりに、生徒・教職員一丸となって直往邁進してまいりますので、引き続き、同窓生の皆様

方の温かい御指導・御鞭撻を賜りますようお願いいたします。

　最後になりましたが、山口県立岩国工業高等学校同窓会のますますの御発展と、会員の皆様方の

御健勝・御活躍を心からお祈り申し上げ、あいさつとさせていただきます。
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平成30年度会議行事等事業報告

　H30.	 ４.	17（火）	 執行委員会
	 ４.	26（木）	 第 1 回役員会・会計監査
	 ５.	25（金）	 第 1 回広報部会（同窓会だより編集）
	 	 28（月）	 第 1 回総会実行委員会
	 ６.	13（水）	 第 2 回広報部会（同窓会だより編集）
	 	 15（金）	 第 2 回総会実行委員会
	 	 21（木）	 第 3 回広報部会（同窓会だより編集）
	 	 26（火）	 第 3 回総会実行委員会
	 ７.	７（土）	 同窓会総会
	 	 20（金）	 同窓会総会反省会
	 ８.	６（月）	 第 1 回ゴルフ実行委員会
	 ９.	５（水）	 第 2 回ゴルフ実行委員会
	 	 ８（土）	 運動会補助
	 	 11（火）	 第 3 回ゴルフ実行委員会
	 	 13（木）	 PTA面接指導（面接官として）
	 	 22（土）	 第 14 回岩工親睦ゴルフ大会
	 10.	１（月）	 贈呈式（ゴルフ寄付金）
	 	 17（水）	 PTA交流事業（講師として）
	 11.	23（金）	 岩工祭補助
　H31.	 １.	21（月）	 課題研究発表会（公聴）
	 １.	22（火）	 	執行委員会（新年役員会に

ついて）
	 ２.	５（火）	 新年役員会
	 ２.	28（木）	 同窓会入会式
	 ３.	１（金）	 卒業式

※	事務局作業・事務局内会議、事務局打合せ（各支
部・印刷業者・会員名簿発行・企業などとの交渉）
などは、すべて省略。

事業報告

Ｈ 30 年度同窓会入会式の様子

Ｈ 30 年度同窓会総会
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事業報告
岩工親睦ゴルフ大会 ①

　恒例の第14回岩工ゴルフ大会が、岩国センチュリーゴルクラブで開催されました。
　今年は、当日の朝方まで豪雨で開催も心配されましたが、参加者の熱き岩工魂により晴天となり気温
も30度、汗ばむゴルフ日和とになりました。ただ、豪雨の影響でコース内のカート乗り入れが不可能と
なり、ご迷惑をおかけしました。
　今回の参加者は大会史上最多の216名（女性 16名）で熱き戦いが繰り広げられました。
　今大会も、同様にハーフコンペでおこない１ランド終了後の受付で一喜一憂しながら商品を受け取っ
ていました。その時に発せられた
言葉を記載します。
　「うそ・信じられん・やった！」
上位の人
　「素晴らしいスコアじゃったの
に」上位と思っていたが、それほ
どでもなかった人
　「岩工のコンペに参加して本当に
良かった」女性賞をもらわれた女
性の人
　また、今回も岩工ＯＢ以外の参
加者が多数あり、盛大な大会にな
りましたことを感謝します。女性
の参加者も大会史上最多の16名も
あり、ありがとうございました。
　次回以降も多数の参加で親睦を
深めたくよろしくお願いします。
　なお、女性の参加者には、もれ
なく素敵な参加賞も準備されてお
り、次回ももっと多くの参加を期
待します。

（佐名木　記）

ゴルフ　寄付贈呈

［商品提供者］

東洋紡、日本製紙、三井化学、三菱ケミカル、
ダイセル、岩国市役所、岩国市水道局、岩国市
消防、岩国観光ホテル、エフイー、シロ自動車、
フタバ SP、小野高速印刷、西部、大鉄設備、た
るい運送、エイムエンジニアリング、たむら内
装、エヌケーシステム、ほけんプラザ、塩屋酒
場、石原製茶、荒川酒房、花善、HIROテクノ、
K‘S、鉄板空間堂、帝人、真弓興業、岩工新鮮組
菊川会長、吉田副会長、石川副会長、吉國顧問、
高田名誉実行委員長、佐名木実行委員長、澄川
名誉顧問、校長、教頭、事務長、事務局長、事
務局、吹奏楽OB会

第14回　岩工親睦ゴルフ大会　会計報告

【収　入】 ゴルフコンペ会費
会　費 人　数 合　計
¥2,000 216 ¥432,000 ①

ワンオンチャリティー
金　額 人　数 合　計
¥500 147 ¥73,500 ②

① +② ¥505,500 ③

【支　出】 数　量 金　額
センチュリー 25 ¥90,000
菊川 10 ¥40,000
塩屋 10 ¥25,000
石原 10 ¥25,000
参加賞 130 ¥40,435
礼状　送料 － ¥1,066
総　額 ¥221,501 ④

③－④ ¥283,999

学校寄付 ¥283,999
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岩工親睦ゴルフ大会 ②

第 14回岩工親睦ゴルフ大会成績表

順　位 氏　名 ＯＵＴ ＩＮ ＧＲＯＳＳ ＨＤＣＰ ＮＥＴ
優　勝 光井　正志 56 56 28.8 27.2
準優勝 河本　　健 41 41 9.6 31.4
３位 大屋伸一郎 55 55 22.8 32.2
４位 岡原　由明 44 44 10.8 33.2
５位 井上　定義 40 40 6 34.0

100 位 村中　雄二 56 56 18.0	 38.0

優勝者コメント

光　井　正　志（Ｓ 56 Ｅ卒）

　当日は天候にも恵まれ良いコンデションの中、とても気持ちよくプレーさせて頂きました。

　まさかの優勝で、棚ボタ感が否めませんが、これを糧にまた頑張りたいと思います。ありがとう

ございました。

事業報告

優勝者 光井さん 第 14 回岩工親睦ゴルフ大会
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山口県立岩国工業高等学校　同窓会会則

第　一　章　　総　　　　　則
（名　　　称）
第１条　本会は山口県立岩国工業高等学校同窓会と称する。

（目　　　的）
第２条　本会は会員相互の親睦を図り、併せて母校の向上発展に寄与することを目的とする。

（事　　　業）
第３条　本会は前条の目的を達成するため下記の事業を行う。

１．年１回の総会開催
２．７年毎の会員名簿発行
３．その他必要と認められたる事業

（本　　　部）
第４条　	本会は本部を山口県立岩国工業高等学校内に置くとともに、細則第１条により支部を、細

則第３条により岩工クラブを設けることができる。また、本部においては理事より選出さ
れた部会員で構成される専門部会を設ける。（細則第４条に組織図を示す。）

第　二　章　　会　　　　　員
（組　　　織）
第５条　本会は下記の会員をもって組織する。

１．正 会 員　山口県立岩国工業高等学校及び前身校の卒業生又はこれに準ずる者。
２．特別会員　山口県立岩国工業高等学校の職員及び旧職員。
３．名誉会員　	山口県立岩国工業高等学校の校長及び旧校長並びに本会に縁故のある者で

役員会で承認された者。

第　三　章　　役　　　　　員
（役　　　員）
第６条　本会に下記の役員をおく。

１．会　　長　正会員より選出　　　　　　　　　　　　　　　　１名
２．副 会 長　正会員より選出　　　　　　　　　　　　　　　　２～３名
３．理　　事　正会員で役員より推薦された者　　　　　　　　　若干名
　　　　　　　各支部の支部長又は副支部長　　　　　　　　　　支部内１名
　　　　　　　岩工クラブ責任者　　　　　　　　　　　　　　　クラブ内１名
４．幹　　事　正会員で山口県立岩国工業高等学校に勤務する者　若干名
５．監　　査　正会員より選出　　　　　　　　　　　　　　　　２名
６．名誉顧問　会員中より会長が委嘱する者　　　　　　　　　　若干名
７．顧　　問　会員中より会長が委嘱する者　　　　　　　　　　若干名

（役員の任務）
第７条　役員の任務を下記の通りとする。

１．会長は本会を総括する。
２．副会長は会長を補佐し、会長に差支えある時はその職務を代理する。
３．理事は会務を審議し、併せて会員相互及び本部との連絡に尽力する。
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４．幹事は事務局担当とし、会務及び会計を処理する。
５．監査は本会の会計を毎年１回監査する。但し必要に応じ、随時、監査することができる。
６．名誉顧問及び顧問は役員及び役員会の相談役とする。

（役員の決定）
第８条	 役員は役員改選時及び必要に応じて役員会で審議し、総会の承認をもって決定する。

（役員の任期）
第９条　役員の任期は２カ年とする。但し再任は妨げない。
　　　　補欠により就任したるものの任期は前任者による。

（役　員　会）
第10条　役員会は会長がこれを招集し、その任務は下記の通りとする。

１．	役員会は第６条の役員をもって組織し、本会の事業、運営に関する事項及び予算決算
について審議する。

２．役員会の議決は出席役員の多数決による。
３．役員会の招集困難なる時は文書をもって賛否を得ることができる。

第　四　章　　会　　　　　計
（入　会　金）
第11条　卒業生は卒業の際、所定の入会金を納入する。
　　　　中途退学者で正会員を希望する者は役員会の承認を得て、所定の入会金を納入する。

（資　　　金）
第12条　本会の資金は入会金、会費及び寄付金をもってこれに充てる。

（予算・決算）
第13条　予算決算は総会において審議、議決を得なければならない。

（会	計	年	度）
第14条　本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

第　五　章　　会　則　変　更
（会則の変更）
第15条　本会の会則は総会の承認を得て変更することができる。

細　　　　　　　則
（支部の設置）
第１条　	正会員が多数居住する地域には役員会の承認を得て支部をおくことができ、その地域内の

会員をもって組織する。

（支	部	規	定）
第２条　	各支部には各支部正会員の互選による支部長１名、副支部長を若干名決定し、支部規定を

設けること。

（岩工クラブ）
第３条　	本会には各支部の他に同一会社に勤務する正会員をもって「岩工クラブ」を設けることが
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できる。
　　　　岩工クラブを設けた時、その責任者はその旨本部に連絡し、理事の届出をする。

第４条　特別会計については総会の承認を得て運用出来る。

細　則　　山口県立岩国工業高等学校同窓会組織図

総　　　会

理　事　会

名誉顧問　若干名
顧　　問　若干名

会　長　　　１名
副会長　２～３名
監　査　　　２名

事務局（幹事）
事 務 局 長
事 務 局 員

専　　門　　部　　会（理事）

総務・組織部会 企画・事業部会 広　報　部　会

部 会 長
副 部 会 長
部 会 員

部 会 長
副 部 会 長
部 会 員

部 会 長
副 部 会 長
部 会 員

地　域　支　部 職域岩工クラブ

支 部 長　１名（理事）
副支部長　若干名（理事）
支 部 員

責 任 者　１名（理事）
クラブ員

付　　　　　　　則

１．本会則は昭和33年５月25日より施行する。（1958年）
２．平成15年５月25日総会において会則を改訂し、その時点より施行する｡（2003年）
３．平成17年５月28日総会において第４条を改訂、細則に組織図を追加する。（2005年）
４．平成18年５月27日総会において第６条の３項、細則の第２条、第４条を一部変更する。（2006年）
５．平成21年６月13日総会において慶弔規定を一部改訂し、その時点より施行する。（2009年）
６．平成22年６月26日総会において慶弔規定を一部改訂し、その時点より施行する。（2010年）
７．平成24年７月７日総会において第３条の２項を改訂し、その時点より施行する。（2012年）
８．平成27年７月２日総会において細則に第４条を追加し、その時点より施行する。（2016年）
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慶弔費一覧表（案）
改訂前 改訂後

転
退
職
餞
別

（正規職員）
勤続年数に関係なく 一律　￥3,000 廃止

（非常勤・臨時職員）
継続年数３年以内 ￥1,000 廃止

病
　
欠

職員欠勤　２週間以上

職員欠勤　１ヶ月以上及び不時の災害

生徒不時の災害及び病欠　１ヶ月以上

弔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祝

現
　
　
職
　
　
員

職　員　死　亡 ¥5,000 廃止

配 偶 者 死 亡 ¥3,000 廃止

父母死亡
（実 ･養・義）
義は同居に限る 実父母死亡　￥3,000 廃止

別居の義父母

子　　死　　亡

同一世帯家族死亡
（二親等以内傍系を含む）

生
徒

生　徒　死　亡 ¥5,000 廃止

生徒の父母または保護者死亡

役
　
　
　
員

会長・副会長本人死亡 ¥10,000 廃止

配 偶 者 死 亡 ¥3,000 廃止

元会長・元副会長死亡 弔電 廃止

現理事本人死亡

元 理 事 死 亡

一般会員本人死亡

旧 職 員 本 人 死 亡

職　員　結　婚

子　　結　　婚

出　　　　　産

全国大会出場

選手　団体　￥10,000	
個人　￥2,000	

（上限　￥10,000）
廃止

監督　￥2,000 廃止
日　本　代　表 監督・コーチ ･選手　￥10,000 廃止

全　国　大　会

優勝　団体　￥100,000	
　　　個人　 ￥50,000 廃止

２位　団体　￥50,000	
　　　個人　￥30,000 廃止

３位　団体　￥30,000	
　　　個人　￥10,000 廃止

※今後の慶弔費は澄川基金で賄う。
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令和元年度会議行事等事業計画

　R元．	５.	８（水）	 第１回執行委員会
	 	 	 第１回役員会・会計監査
	 	 	 第１回広報部会（同窓会だより編集）
	 	 27（月）	 第２回広報部会（同窓会だより編集）
	 ６.	５（水）	 第１回総会実行委員会
	 	 10（月）	 第３回広報部会（同窓会だより編集）
	 	 21（金）	 第２回総会実行委員会
	 	 24（月）	 第４回広報部会（同窓会だより編集）
	 ７.	６（土）	 同窓会総会
	 	 中旬	 同窓会総会反省会
	 ８.	上旬	 第１回ゴルフ大会実行委員会
	 	 下旬	 第２回ゴルフ大会実行委員会
	 ９.	上旬	 第３回ゴルフ大会実行委員会
	 	 ７（土）	 運動会補助
	 	 12（木）	 PTA面接指導
	 	 23（月）	 第 15 回岩工親睦ゴルフ大会
	 10.	24（木）	 PTA交流授業
	 11.	16（土）	 岩工祭補助
　R２．	１.	上旬	 執行委員会（新年役員会について）
	 ２.	上旬	 新年役員会
	 ２.	28（金）	 同窓会入会式
	 ３.	１（日）	 卒業式の記念品授与
	 未定	 関東・関西支部総会

開校80周年記念事業計画

　R元．	５月上旬	 ホームページ開設
	 ５.	22（水）	 航空写真撮影
	 中旬～	 クリアファイル制作
	 未定	 開校 80 周年記念イベント
	 未定	 桜の木植樹

事業計画（案）
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開校80周年記念事業会計
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令和元年度	一般会計予算書（案）

［収入の部］ （単位：円）

科　　目 令和元年度予算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要

前年度繰越金 604,628 586,456 △	18,172

入会金 897,000 897,000 0 6,500 円× 138 名

預金利息 72 17 △	55

雑収入 8,300 16,527 8,227

収入合計 1,510,000 1,500,000 △	10,000

［支出の部］ （単位：円）

科　　目 令和元年度予算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要

役員会 30,000 30,000 0 役員会

通信費 210,000 10,000 △	200,000 郵送代
HP運営費

各種行事補助 20,000 20,000 0 岩工祭補助
運動会補助

記念品代 380,000 380,000 0 卒業証書用丸筒
同窓会名簿追録

慶弔費 0 300,000 300,000 激励費
餞別・弔事

組織強化費 100,000 100,000 0 支部補助
支部総会案内送付

学校寄付 30,000 30,000 0

事務局費 50,000 50,000 0 支部役員会旅費

雑　費 40,000 30,000 △	10,000 学校用紙代返金

予備費 650,000 550,000 △	100,000

支出合計 1,510,000 1,500,000 10,000

－ 17 －



役　　員　　名　　簿
役　　　　名 氏　　　名 科卒年 勤　務　先　（職域） 備考
会 長 菊 川 尊 樹 Ｓ49Ｅ ㉂㈲きくがわ
副 会 長 石 川 剛 資 Ｓ36Ｍ 岩国地区産業保健センター
副 会 長 佐名木　芳　則 Ｓ46Ｍ JXTGエネルギー㈱
副 会 長 吉 田 博 光 Ｓ51Ｋ ㉂よ志多新館㈲
名 誉 顧 問 澄 川 喜 一 Ｓ26Ｍ 東京芸術大学名誉教授
顧 問 吉 國　　 洋 Ｓ25Ｍ 広島大学名誉教授

〃 山 本 栄 次 Ｓ37Ｃ (元)三井東圧化学㈱、(元)市議
監 査 市 山 昭 生 Ｓ54Ｅ ㈱西部

〃 加 谷 睦 雄 Ｓ54Ｅ ㈲大鉄設備工業
理事（総務・組織） 伊 藤　　 均 Ｓ44Ｅ (元)日本製紙ケミカル㈱ ◎

〃 広 中 章 展 Ｓ44Ｍ
〃 向 井 一 雄 Ｓ44Ｍ JXTGエンジニアリング㈱
〃 田 坂 公 志 Ｓ51Ｅ 東洋紡エンジニアリング㈱
〃 大 溝 博 行 Ｓ53Ｅ JXTGエネルギー㈱
〃 岡 村 秀 雄 Ｓ53Ｃ ㈱日本製紙
〃 白 木 裕 之 Ｓ56Ｍ 三井化学㈱ 岩クラ
〃 森 山 由 里 Ｓ58Ｃ
〃 森 田 文 男 Ｓ60Ｅ ㈱三菱ケミカル
〃 濱 田 義 浩 Ｓ63Ｅ 東洋紡㈱
〃 三 浦 一 斗 Ｈ22Ｍ 岩国市水道局 岩クラ・変更

理事（企画・事業） 村 中 豊 博 Ｓ45Ｅ ㈱日本製紙 ◎
〃 善　本　千恵美 Ｓ47Ｃ ㉂花善
〃 大 江 宣 之 Ｓ49Ｃ 大江整体
〃 樽 井　　 浩 Ｓ51Ｋ ㉂たるい運送㈲
〃 森 口 達 也 Ｓ52Ｅ ㈱セイブ電気
〃 石 原　　 透 Ｓ53Ｍ 石原製茶
〃 嘉 屋 富 公 Ｓ54Ｋ (現)和木町議
〃 今 田 成 則 Ｓ54Ｅ ㈱西部
〃 高 山 政 造 Ｓ54Ｃ ㈱朋和
〃 塩　屋　喜三郎 Ｓ61Ｍ ㉂㈲塩屋酒場
〃 田 村 哲 治 Ｈ08Ｔ たむら内装
〃 田 中 康 友 Ｈ14Ｍ ㈱ IHI機械システム 変更
〃 日野谷　旭　彦 Ｈ15Ｅ ㈲天狗屋

理　　事（広報） 植 田 幸 治 Ｓ60Ｍ ㈱ダイセル ◎
〃 国 村　　 巧 Ｓ37Ｃ (元)三井東圧化学㈱
〃 植 野 正 則 Ｓ41Ｍ (現)岩国市議
〃 長　　 俊 明 Ｓ42Ｃ (元)岩国市議
〃 藤 上 博 美 Ｓ42Ｃ (元)岩国地区消防組合
〃 八 島 弘 氏 Ｓ46Ｋ ㉂八島塗料店
〃 新 地 洋 志 Ｓ49Ｅ 新明和岩国航空整備株式会社
〃 中 村 雅 一 Ｓ51Ｍ 株式会社中村工務店
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役　　　　名 氏　　　名 科卒年 勤　務　先　（職域） 備考
理　　事（広報） 島　津　周一郎 Ｓ51Ｅ ㈲エヌ・ケイ・システム

〃 柿 木 一 義 Ｓ56Ｍ JXTGエネルギー㈱
〃 米 中 雅 一 Ｓ58Ｅ ㈱セイブ電気
〃 山 本 辰 哉 Ｓ59Ｍ (現)岩国市議
〃 坂 田 王 將 Ｓ59Ｃ (同)ほけんプラザ
〃 藤　廣　　　修 Ｓ59Ｃ 岩国地区消防組合
〃 河 原 一 輝 Ｈ03Ｃ 帝人ファーマ㈱

役　　　　名 氏　　　名 科卒年 勤　務　先　（職域） 備考
関 東 支 部 長 小 川 幸 造 Ｓ47Ｋ
副 支 部 長 河　上　　　徹 Ｓ57Ｍ

〃 浜 田 祥 志 Ｓ58Ｃ
事 務 局 長 原 田 紘 希 Ｈ17Ｃ
顧 問 角　田　　　典 Ｓ21Ｅ

〃 澄 川 喜 一 Ｓ26Ｍ
監 査 杉 原 光 彦 Ｓ41Ｍ
幹 事 田 村 和 明 Ｓ40Ｅ

〃 倉 内 暁 浩 Ｓ41Ｅ
〃 石　高　星太郎 Ｓ53K

関 西 支 部 長 石 原 博 人 Ｓ41Ｃ
副支部・事務局 藤 井 巡 造 Ｓ41Ｃ
顧 問 蔵　田　　　忠 Ｓ27Ｅ

〃 福 本 義 一 Ｓ27Ｅ
〃 滝 口 岩 夫 Ｓ30Ｅ

幹 事 福 井 只 男 Ｓ41Ｃ
〃 村 重 真 二 Ｓ42Ｅ
〃 白 木 充 雄 S43M
〃 松 本 広 志 Ｓ51M

会 計 藤 井 武 司 Ｓ41Ｃ
監 査 小 川 純 司 Ｓ44Ｃ

〔注１〕三部会備考欄：◎印は部会長

学校同窓会事務局

幹事（事務局長） 新 坂 修 一 Ｓ58Ｋ
幹　　事（会計） 俵　　　博　明 Ｈ09Ｃ

〃 河 村 正 信 Ｈ29Ｇ
幹 事 山 中 一 成 Ｓ61Ｋ

〃 山 根 啓 治 Ｓ50Ｍ
〃 河 口 明 史 Ｓ56Ｅ
〃 越 水 裕 亮 Ｈ24Ｍ 新規
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実　習　風　景

機　械　科
　ものづくりに必要な測定具・工具の使い
方をはじめ、溶接・仕上げ・組立、各種工
作機械の扱い方などを、講義や実験・実習
により習得します。
　技術革新にも対応できるよう、制御技術・
メカトロニクスについても学習し、産業界
において中堅技術者として活躍できること
を目指しています。

Ｍ科　CAD実習

Ｍ科　旋盤実習

Ｍ科　溶接実習

Ｍ科　エンジン分解組立実習
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電　気　科
　電気エネルギーの発生する原理からその
応用までを、講義と実験 ･ 実習を交えなが
ら勉強します。
　また、責任 ･ 規律 ･ 勤労・協調の態度と
習慣を養うことで、心身ともに健全で実践
力に富む人間形成に努めています。

Ｅ科　計測結果の計算

Ｅ科　電気工事

Ｅ科　電子計測

Ｅ科　自動制御
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都市工学科
　建設や建築に関する分野を中心に工学の
基礎を学習し、あらゆる工業分野に携われ
る技術者の育成を目指しています。
　大学や専門学校などへの進学、専門土木
の公務員受験も応援しています。

Ｕ科　木材加工

Ｕ科　強度試験

Ｕ科　水理実習

Ｕ科　CAD実習
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システム化学科
　化学系企業のプラント装置の運転には化
学の知識とともに装置を維持するための機
械的知識が必要です。システム化学科ではこ
れらの基礎的知識を習得します。また、こ
れからの産業発展に貢献できる人材の育成
をめざしています。

Ｇ科　エンジン分解

Ｇ科　原子吸光分析実習

Ｇ科　定量分析

Ｇ科　ガス溶接
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生　徒　数
学年 機械科（M） 電気科（E） 都市工学科（U）システム化学科（G） 合計

１年 39（２） 35（０） 35（10） 40（９） 149（21）

２年 40（１） 35（１） 34（９） 40（７） 149（18）

３年 40（０） 39（０） 39（４） 40（６） 158（10）

合計 119（３） 109（１） 108（23） 120（22） 456（49）

（　）は女子・内数

平 成 30 年 度　進　路　先　一　覧

就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

所在地 就　　職　　先

関　東
新興プランテック　JXTGエネルギー根岸製油所　三井化学市原工場　前田道路　出
光興産徳山事業所　日野自動車　キヤノン　ハイモ　大成ロテック　日本道路　自
衛隊

東　海 トヨタ自動車　愛知製鋼

関　西
神戸製鋼所加古川製鉄所　住友電気工業伊丹製作所　ダイセル　東洋紡エンジニア
リング　日本触媒　奥村組土木興業　鴻池組　東芝デバイス＆ストレージ　川崎重
工業明石工場

中　国

マツダ　モルテン　IHI　三菱ケミカル大竹事業所　中電環境テクノス　コベルコ
建機　JFE スチール西日本製鉄所　オンド　中国電力　広成建設　水 Ing 中国営業
所　ワールド建設広島営業所　ディスコ広島事業所　トーヨーエイテック　新川電
機　広島アルミニウム工業　日本製鋼所広島製作所　日東電工尾道事業所　ソルコ
ム　西日本高速道路エンジニアリング中国　マツダＥ＆Ｔ　日新製鋼呉製鉄所

山　口

三井化学岩国大竹工場　日立製作所笠戸事業所　日新製鋼周南製鋼所　東洋鋼鈑下
松事業所　宇部興産　日鉄住金テックスエンジ光支店　東ソー南陽事業所　セント
ラル硝子宇部工場　新日鐵住金ステンレス光製造所　JXTGエネルギー麻里布製油
所　トクヤマ　テルモ山口　山口県学校職員

岩　国

東洋紡岩国事業所　東洋自動機岩国工場　日本製紙岩国工場　勝井建設　IHI機械シ
ステム岩国事業所　日新メンテナンス岩国事業所　ユニオン石油工業　旭化成建材
岩国工場　日栄興業　カワトＴ.Ｐ.Ｃ　旭興産　森野組　帝人岩国事業所　アルマ
ティス　岩国市役所

その他 海上保安学校

進
学

大　学 専修大学　九州産業大学　広島工業大学

専門学校
広島美容専門学校　福岡スクールオブミュージック＆ダンス専門学校　広島工業大
学専門学校　広島公務員専門学校

学校だより
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平成30年度　山口県立岩国工業高等学校　各部活動戦績（個人）
県　内　大　会 中　国　大　会 全国大会

岩柳大会 県総体 中国予選 県体育大会 新人大会 その他 選手権 中国新人・選抜 その他 インターハイ 選抜 国体

陸上 800m１位
走幅跳１位
三段跳１位
４×400R１位

三段跳
１位・４位
走幅跳３位

三段跳
１位・３位
走幅跳５位
1500ｍ４位

三段跳１位
走幅跳
６位・７位

＜岩柳新人＞
三段跳１位
走幅跳１位
円盤投１位
やり投げ１位
3000msc１位

三段跳３位 三段跳出場 大島一周駅伝
優勝
県高校駅伝
11位

三段跳出場

剣道

フェンシング 男子フルーレ
１位・２位・
３位
女子フルーレ
１位
男子エペ
１位・２位

男子フルーレ
１位・２位・
３位
女子フルーレ
１位
男子エペ
１位・２位

男子フルーレ
２位
女子フルーレ
１位
男子エペ
１位

男子フルーレ
１位・２位・
３位
女子フルーレ
１位・２位

男子フルーレ
１位・２位・
３位
女子フルーレ
１位

男子フルーレ
１位・２位・
６位
女子フルーレ
１位

男子フルーレ
ベスト32
女子フルーレ
ベスト32
男子エペ
ベスト16

ソフトテニス１位・２位・
３位

ベスト16
ベスト32

ベスト32 ベスト８
ベスト32

１回戦

弓道 女子個人１位
男子個人３位

男子個人６位
女子個人５位

国体中国ブ
ロック大会
３位

卓球

柔道 １年無差別級
３位

囲碁将棋同好会

写真

吹奏楽 第42回全日本アンサンブルコンテスト山口県大会　（トロンボーン三重奏）
第29回岩国地区ソロ・アンサンブルコンテスト　金賞　銀賞　銅賞（金管五重奏）

科学研修 機械科

美術 第62回岩国市美術展覧会　秀作

平成30年度　山口県立岩国工業高等学校　各部活動戦績（団体）
岩柳大会 県　内　大　会 中国大会 全国大会

春 秋 中国予選 県総体 県体育大会 新人大会 選抜予選 選手権 新人・選抜 インターハイ 選抜 国体

陸上 １位 １位

剣道

ハンドボール １位 １位 １位 １位 １位 １位 １位 １位 １位 ２回戦 ２回戦 １回戦

ソフトテニス

フェンシング男子 １位 １位 １位 １位 １位 ３位 ２位 ２回戦

フェンシング女子

バレーボール １位 １位 ４位 ５位 ６位 ５位 １回戦

バスケットボール ５位

卓球

柔道

弓道男子 １位 ５位

弓道女子 １位 ４位

サッカー

硬式野球

吹奏楽

科学研修 機械科

学校だより
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科学研修部

～『全国高等学校ロボット競技大会、優勝』を目標に～
顧問　松　本　　　猛（機械科）

　岩工同窓会の皆様におかれましては、平素から学校活動につきまして、格別の御高配をたまわり
感謝申し上げます。
　本校「科学研修部」は、現在３年生３名、２年生６名、１年生 12 名で活動しています。ロボット
製作を通して、生徒たちの発想力、創造力及び、問題解決能力の向上を図ることを目指し、活動し
ています。また、それにより、製造産業への興味関心を喚起し、その作業工程に必要な専門知識・
技術を生徒に習得させ、産業の発展を支えられる技術者を育成したいと考えております。
　私たちの目標は、『全国高等学校ロボット競技大会優勝』です。従来の技能・技術の限界を超えた、
新しいロボットの製作を生徒一人ひとりに意識させ、また、生徒の持つ力を最大限に発揮させること、
さらに今まで手に入らなかった設備・部品の購入や、活動の幅の拡大によって、日本一のロボット
を製作しようとしています。これが実現すれば、工業を学ぶ生徒にとって、大きな誇りとなり、将
来にわたる自信とさらなる夢につながると考えます。あわせて、地元山口県におけるものづくりの
レベルの高さをアピールする機会にもなります。
　本校は、19 年間連続で県大会を突破し、全国高等学校ロボット競技大会に出場、2008 年には、念
願の全国優勝を果たすことができました。昨年度は地元山口県で全国大会が開催されました。地元
の大きな声援をうけ、多くの方の支えもあり、準優勝という結果を残すことができました。学校・
保護者・地域との連携を深め、感謝の気持ちを忘れることなく、未来の工業人となる生徒の育成に
力を入れていきたいと考えております。

学校だより

科学研修部
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フェンシング部

フェンシング部　顧問　本　間　邦　彦

　岩工同窓会の皆様におかれましては、平素から学校活動につきまして、格別の御高配を賜り感謝
しております。
　本校フェンシング部は、現在３年生７名、２年生５名、１年生９名の計 21 名（男 14 女７）で活
動しており、平成 31 年３月に行われた全国高等学校選抜フェンシング大会では、男子学校対抗エペ
２位、男子学校対抗フルーレ３位という成績を収めることができました。個人でも、アジアカデフェ
ンシング選手権大会女子個人フルーレで優勝しております。
　また本校OBの加納虹輝（H28U）がフェンシングW杯男子エペで優勝しており、世界でも活躍
の場を広げています。これも岩工同窓会をはじめとする学校関係者の皆様のおかげであると感謝し
ております。
　今年は男女全国優勝できるように日々練習に励んでいきますので、ご声援よろしくお願い致します。

学校だより

フェンシング部

オリンピックにむけて

加　納　虹　輝（Ｈ 28 Ｕ卒）

　皆さん、こんにちは。
　平成 28 年度都市工学科卒業の加納虹輝です。私は現在、早稲田大学のフェンシング部に所属して
おり、2020 年の東京オリンピック出場を目指して練習に励んでおります。
　昨年開催された、フェンシング男子エペW杯バンクーバー大会では初優勝することができ、オリ
ンピック出場も身近なものになってきました。
　現在の私の糧になっているのは岩国工業高校で過ごした３年間です。仲間と切磋琢磨し、日々練
習に励みました。仲間とともに試合に出場し、優勝して喜んだこと、負けて泣いたこと。今では懐
かしく、かけがえのない思い出です。また、３年間指導してくださった恩師との出会いは今でも励
みになっております。岩工同窓会の皆様に応援もして頂き、本当に感謝しております。
　オリンピック開催まであと１年です。必ず出場して金メダルを取れるように日々全力で頑張りま
すので、ご声援よろしくお願いします。
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サッカー部OB会

岩工サッカー部OB会　会長　前　川　冨美夫（Ｓ 46 Ｋ卒）

　岩工サッカー部OB会は、遅ればせながら創部 50 周年前年の３月に設立記念会を開催し、活動を
開始しております。
　それまでは、昭和 45 年～ 50 年卒の創設期OBの役割として「岩工サッカー部OB会」を立ち上
げることに至りました。
　現在「岩工サッカー部OB会」への入会者数は 71 名と全OBの約１割程度と低調なスタートとなっ
ております。
　特に若いOBの入会率低迷もあり、ひと工夫しながらOB会の盛り上げと会員数の増加に繋がる
活動を実施して参りたいと考えています。
　本年は創部 50 周年となりますことから、毎年５月２日に母校で実施している初蹴りを来年の令和
２年５月４日には愛宕スポーツコンプレックス陸上競技場にて記念イベントとして開催の予定です。
　詳細につきましては現在「岩工サッカー部OB会」設立目的であります、岩工及び岩工同窓会の
発展への協力、岩工サッカー部への支援、会員相互の親睦に努めてまいります。
　岩工OB会各位におかれましては「岩工サッカー部OB会」へのご支援・ご協力賜れますようよ
ろしくお願い申し上げます。

寄　稿

岩工サッカー部OB会
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社会人になって

中　村　愛　麗（Ｈ 29 Ｇ卒）
　私が社会人になって１年が経ち、挨拶をすることの大切さを改めて実感した。私
は昨年の６月から今年の３月まで、研修のため約９か月間、岡山の水島製油所へ出
張に行っていた。人生で初めて親元・地元を離れ、社会人１年目からいきなり長期
出張で、最初は不安しかなかったが、水島製油所の方はあたたかく迎えてくださり、
細かいところも丁寧にご指導してくださった。また、仕事のことだけではなく、不
安しかなかった私の相談、地元のこと、岡山の良いところなど楽しい話も多くして
いただいた。そして出張が終わりに近づくにつれ、「製油所は違ってもメールでな

んでも聞いてきてね」とあたたかいお言葉もたくさんいただいた。そういう話が出来るようになったきっ
かけは何だったのかと後から考えてみると、ほとんどが「挨拶」だった。慣れない地で、また約９か月と
いう短い間でここまで話が出来たのも、《挨拶》というコミュニケーションをとっていったからだと思う。
私は挨拶をされて嫌になる人はいないと思う。またこの９か月間で学んだように、挨拶をきっかけに話が
弾むことはこれからもあると思う。仕事を円滑に進めたり、自分自身のスキルアップのためにもまだまだ
未熟な私は、先輩方に聞いて知識として吸収しないといけないことがこれからたくさんある。先輩方から
話を聞くためにも、まずは話を聞くことができるような人間関係を築いていかなければならない。そのきっ
かけを作るためにも自分から積極的に挨拶をしていきたい。

松　永　　　空（Ｈ 29 Ｕ卒）
　私は社会人になって、コミュニケーション能力の重要さを改めて気づいた。コミュ
ニケーションをとることで、人との信頼関係を築くことができ、自分はこういう人
間なのだと知ってもらうこともできる。
　学生の頃は、同年代との関わりが多かったため、日頃の会話の中で言葉遣いなど
に気を付ける場面は少なかったが、社会人になって自分より年上の方との関りが多
くなり、言葉遣いといった礼儀を常に意識して生活している。
　仕事の中でコミュニケーション能力が試される場面で作業時の報連相があり、話

し手と聞き手で受け取り方が異なって、意思疎通が上手くいかないことがあるので、より分かりやすく細
かく伝えることでお互いの意思疎通をしっかり行うことが大切となってくる。また、わからないことがあっ
たときに質問しやすい関係を築くためにも、日頃からコミュニケーションをとる必要がある。
　現在の私は、まだ立派な社会人とはいえないと思うが、それには何が足りないのかを模索して理想の社
会人となっていこうと思う。また、しっかりとコミュニケーションをとって自分から話すだけでなく、相
手から気軽に話しかけてもらえるような社会人になりたいと思う。

松　本　幸　二（Ｈ 29 М卒）
　社会人になって１年と数か月が経ち、「コミュニケーション能力の重要さ」に改め
て気づかされた。学生時代とは違い、会社には年上の方しかおられず大きく年の離
れた方もいる。その中で仕事を行うためには「コミュニケーション能力」が必要だ
と感じている。普段からの挨拶や世間話などでコミュニケーションをとっていると、
仕事でわからないことがあったときに質問をしに行きやすかったり、作業中の意思
疎通がしやすくなったりするからだ。
　私はこの「コミュニケーション能力」があまり高くなく、初めは話しかけたりす

ることができずコミュニケーションがとれていなかった。そこで助けとなったのは趣味や高校での部活動
です。高校では野球部に入っており会社でも野球班に、また社会人になってから新たにロードバイクに乗
り始め自転車班に入った。その部活動での関りから少しずつ話しかけやすい先輩が増えていき仕事のこと
も質問をしに行けるようになった。
　まだ私は、仕事でもわからないことが多く未熟で、わからないことは質問をして教わっているが、普段
からのコミュニケーションがとれていなかったら、質問をしに行けなかったと思う。
　これからも、この経験を活かし「コミュニケーション能力」を磨いていき、仕事もプライベートも充実
した社会人生活を送っていきたい。

寄　稿
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岩工親睦ゴルフ大会実行委員会

１. 目　　的　	山口県立岩国工業高等学校同窓会活動計画に基づき、同窓生の旧交を温め親睦を図り、
更に同窓会員の輪を広げ、本同窓会の発展に寄与することを目的とする。

２. 日　　時　令和元年９月23日（月）　７：30スタート予定（OUT、IN各 29組）

３. 場　　所　岩国センチュリーゴルフクラブ

４. 参加資格　岩国工業同窓生及びその目的に賛同される方（同窓生以外も受付可）

５. 参 加 料　2,000 円／人（プレー費と一緒にお支払い下さい）
（プレー費は食事込料金 9,032 円となります）

６. 競技方法　ダブルペリア方式　　同ネットの場合、１高齢者、２ローハンディー順とする。
18 ホール（順位は前半 9ホール成績にて競うハーフコンペとなります。）
ストロークプレーの個人戦。フロントティ、ゴールドティ（70 歳以上）、レッドティ（80
歳以上または女性）使用
・	表彰　賞品　１位～５位、とび賞、BG、BB、ＢＭ、NP、DC、入賞以外の方には
参加賞あり。

（賞品は、順位確定後に随時お渡しします）

７. 連 絡 先　山口県立岩国工業高等学校校内　同窓会事務局
　　　　　事務局長　新　坂　修　一
〒 741-0061　岩国市錦見二丁目４-85
TEL 0827-41-1105　 FAX 0827-41-1107
http://www.iwakuni-t.ysn21.jp/dousou/index.html
メール　gankodousoukai@gmail.com	

第15回岩工親睦ゴルフ大会参加のご案内
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ご協賛各位ご芳名
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番 名 商　い
一 菊川　尊樹 ㈲ き く が わ
二 中村　雅一 ㈱ 中 村 工 務 店
三 吉田　博光 よ 志 多 新 館 ㈲
四 田坂　公志 東洋紡エンジニアリング㈱
五 島津周一郎 ㈲ エ ヌ ・ ケ イ ・ シ ス テ ム
六 森口　達也 ㈱ セ イ ブ
七 亀川　広志 ㈱ＨＩＲＯテクノグループ
八 松本　昌憲 松 本 興 業 ㈱
九 今田　成則 ㈱ 西 部
十 高山　政造 ㈱ 朋 和
十一 加谷　睦雄 ㈲ 大 設 備 工 業
十二 住吉　健司 ㈲ Ｋ ・ Ｓ カ ン パ ニ ー
十三 坂田　王將 (同) ほ け ん プ ラ ザ
十四 植田　幸治 ㈱ ダ イ セ ル
十五 塩屋喜三郎 ㈲ 塩 屋 酒 場
十六 嶽野　克己 ㈱マサ・エンジニアリング
十七 田村　哲治 た む ら 内 装

－ 32 －



Innovation for Tomorrow

株式会社ダイセル大竹工場

ダイセル大竹産業株式会社

岩工クラブ
同窓生一同

広島県大竹市東栄 2ー1ー4
TEL:0827ー53ー2151

－ 33 －



真空熱処理炉・新素材製造設備

㈱IHI機械システム
岩国事業所
岩国市日の出町２-１
TEL 0827-22-7111
ＦＡＸ 0827-29-0104

〒740-0024  山口県岩国市旭町1丁目1-12
　　　 TEL（0827）22－1331
　　　 FAX（0827）29－0051

あさひ税理士法人

－ 34 －



上　田　浩　之（昭和54年MB）
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祝 岩工同窓会

昭和37年
工業化学科卒一同

同窓生41名

内 科・呼 吸 器 内 科・漢 方 内 科
リハビリテーション科・心療内科・
皮 膚 科・整 形 外 科

岩国工業高校　学校医

－ 36 －



000

000

広島営業所 広島市西区観音本町1丁目 2 2番 4号
TEL（082）233-3667・FAX（082）233-3668

〒733‐0033

E-mail:aim@aim-eng.co.jp

－ 37 －



000

Ｃ科 59年卒
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石　川　剛　資　 剣道教士七段（S36M 卒）　

館　長

指導者

吉 田 博 光
池 田 　 稔
中 野 義 信
星 出 みさ江
三 代 博 幸

剣道教士八段
剣道教士七段
剣道教士七段
剣道　　五段
剣道　　五段

藤 本 信 幸
吉 國 初 實
石 川 剛 資
谷 口 弘 昭

剣道教士七段
剣道教士七段
剣道教士七段
剣道錬士六段

（Ｓ51 Ｋ 卒）

（Ｓ51 Ｋ 卒）
（Ｓ52 Ｅ 卒）

（Ｓ50 Ｋ 卒）

（Ｓ36 Ｍ 卒）
（Ｓ58 Ｃ 卒）
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岩 国 支 店

花 水 木 （0827）28- 4128
（0827）28- 4187

000
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（2F）
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愛+和＝心

代表取締役    金 田 寛 治
〒740-0017 岩国市今津町一丁目15-27
ＴＥＬ： 0 8 2 7 － 2 2 － 5 5 5 6
ＦＡＸ： 0 8 2 7 － 2 2 － 5 5 5 9
Ｅ-mail ： aiwa63ka2@sky.lcn-tv.ne.jp

一級建築士事務所

有限会社アイワ設計

山下由美子
岩国市麻里布町3丁目10－4
TEL/FAX（0827）22－2848

－ 47 －



榮

あかり電気株式会社あかり電気株式会社
電気・空調・給排水衛生設備工事

〒742-1103 山口県熊毛郡平生町大字竪ヶ浜848番5
 TEL 0820-56-1917　FAX 0820-56-1918
mail：akari_denki@kvision.ne.jp

代表取締役　藤 本 幸 嗣
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取締役会長

－ 49 －



お墓のことなら信頼と実績の

有限会社 江木食品
業務用酒類販売・地もの松茸取扱

〒740-0302 岩国市下14-5
TEL（0827）47-3620　FAX（0827）47-3621

営業時間／１７：００～２３：３０
　　　　（Food LO２２：３０ Drink LO２３：００）
定 休 日／日曜日

山口県岩国市麻里布町３丁目13-20ポポロビル別館２F
telephone  0827-24-2553
　営業時間／昼11:30 ～ 14:30（LO14:00）
　　　　　　夜18:00 ～ 22:00（LO21:30）
　定休日／日曜日

－ 50 －



沖重自動車
販売・車検・修理・鈑金・塗装・保険

〒741-0061 岩国市錦見6丁目12-18
TEL（0827）41-0524　FAX（0827）43-2483

代 表 者　沖 重  剛 （S54K卒）

〒741-0092 岩国市多田1丁目102－10 TEL（0827）28－1155
FAX（0827）28－1616

－ 51 －



ＴＥＬ０８２７-２３-２５５7
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The cAtThe cAt
お陰様で 43 周年を迎える事ができました。

老若男女が楽しめるお店！

代表者 藤 井 義 昭
岩国市麻里布町3丁目児童公園横　☎（0827）21-1925

総合建設コンサルタント  測量・設計・補償・地質調査
株式会社 坂本建設コンサルタント

代表取締役 石　﨑　智　之

－ 53 －



－ 54 －



田 坂 和 也

㈱

藤 中　英 毅
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常務取締役

本社／〒740-0018
岩国市麻里布町三丁目14番14号
TEL：（0827）23－2081（代）　FAX：（0827）23－2080
Ｅ-ｍail  ： a-tamada@cgs1.co.jp

玉 　 田 　 　 　 晃

（M47卒）

－ 56 －



〒７４１－００９２ 山口県岩国市多田１丁目107-7
PHONE 0827-43-3877   FAX 0827-43-2402
E-mail ： info@tougo.jp  http : //tougo.jp

青空と暮らす家。

－ 57 －



原田工業有限会社
土木工事一式

〒741-0061 岩国市錦見1丁目4-31
TEL・FAX（0827）41-1625

取 締 役　原 田 義 之 （S54K卒）

－ 58 －



H5C卒

株式会社ヘアードクター・フェリス
〒740-0018 山口県岩国市麻里布町2-3-13
TEL/FAX：0827-22-2511

E-Mail : postmaster@feliz-hair.com
URL : http//www.feliz-hair.com

H10 E卒

ぶち
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〒740-0018 岩国市麻里布町３丁目１１－１３　☎ ０８２７－３５－４１００

〒740-0022 岩国市山手町3丁目25番4号
TEL（0827）24-0776　FAX（0827）24-0800

E-mail : howa@dune.ocn.ne.jp
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シニアアドバイザー
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トラック･バスのことなら日野自動車へ
〒 741-0073 岩国市柱野1111番地1
TEL:0827-46-1970  FAX:0827-46-1974  携帯：090-7976-2185

－ 62 －



51超

します スタッフ一同歓 迎

000－ 63 －



リカ美容室
〒740-0031 岩国市門前町3丁目8-27

TEL 0827-31-7515
携帯 090-4574-2754
FAX 0827-31-5513

薮  木  め ぐ み（S58C卒）

■屋外看板全般
■室 内 装 飾
■イベント企画・設営

電飾/ネオン/LED電光看板
横断幕・のぼり・テント
車両看板・マーキング・ラッピング
印刷全般

〒741-0072
山口県岩国市平田6丁目43－3
TEL（0827）31－6018　FAX（0827）93－4637
岩国市柱野（欽明路バイパス沿い）
E-mail : dream-h@eos.ocn.ne.jp

事 務 所：

工 　 場：

－ 64 －
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ご協賛広告主様

山口県立岩国工業高等学校
同 窓 会 会 長　菊 川 尊 樹
同窓会事務局長　新 坂 修 一
　　　他担当者　　　一同

広告掲載のお礼

　拝啓、向暑のみぎりますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　平素は岩国工業高等学校同窓会の発展のために格別のご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。

　さて、本校「同窓会だより」誌の発行につきましては、例年格別のご高配を

頂き、まことに有難うございます。会員一同心より感謝いたしております。

　同窓会総会も、皆様方のご援助により年毎に盛会になってまいりました。皆様

のご協力に対し厚くお礼申し上げます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

敬　具



岩 工

令和元年

特集　同窓会総会資料

総会・懇親会　令和元年７月 6日㈯ 岩国観光ホテル
山口県立岩国工業高等学校同窓会

同窓会だより

山口県立岩国工業高等学校内　同窓会事務局
事務局長　新　坂　修　一

〒 741－0061　岩国市錦見二丁目４－85
ＴＥＬ 0827－41－1105　ＦＡＸ 0827－41－1107
http://www.iwakuni-t.ysn21.jp/dousou/index.html
メール：gankodousoukai@gmail.com

印刷所　小野高速印刷株式会社
〒870－0913　大分県大分市松原町２丁目１－６ ＴＥＬ 097－558－3444

編 集 発 行

開校80周年記念航空写真・人文字


